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(57)【要約】
【課題】　放電灯点灯回路に供給する直流電圧調光信号
の歪みを低減することができる調光信号変換回路を提供
する。
【解決手段】　調光信号変換回路１３は、直流電圧調光
信号を入力するための直流電圧調光信号入力部５１と、
直流電圧調光信号入力部５１から入力された直流電圧調
光信号をパルス幅変調信号に変換する第１の変換回路５
２と、外部からパルス幅変調調光信号を入力するための
パルス幅変調調光信号入力部５３と、第１の変換回路５
２またはパルス幅変調調光信号入力部５３から入力され
たパルス幅変調信号を直流電圧調光信号に変換する第２
の変換回路５４と、第２の変換回路５４に入力されるパ
ルス幅変調信号を外部に出力するためのパルス幅変調調
光信号出力部５５とを備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直流電圧調光信号を入力するための直流電圧調光信号入力部と、前記直流電圧調光信号
入力部から入力された直流電圧調光信号をパルス幅変調信号に変換する第１の変換回路と
、外部からパルス幅変調調光信号を入力するためのパルス幅変調調光信号入力部と、前記
第１の変換回路または前記パルス幅変調調光信号入力部から入力されたパルス幅変調信号
を直流電圧調光信号に変換する第２の変換回路と、前記第２の変換回路に入力されるパル
ス幅変調信号を外部に出力するためのパルス幅変調調光信号出力部とを備えたことを特徴
とする調光信号変換回路。
【請求項２】
　請求項１記載の調光信号変換回路と、前記調光信号変換回路から入力された直流電圧調
光信号に基づいて放電灯を点灯する放電灯点灯回路とを備えたことを特徴とする放電灯点
灯装置。
【請求項３】
　請求項２記載の放電灯点灯装置を複数備え、前記放電灯点灯装置の調光信号変換回路の
パルス幅変調調光信号出力部が隣接する他の放電灯点灯装置の調光信号変換回路のパルス
幅変調調光信号入力部に接続されることを特徴とする放電灯点灯装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放電灯を点灯する放電灯点灯回路に放電灯の明るさを調整する直流電圧調光
信号を供給する調光信号変換回路に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、液晶バックライトに使用される放電灯点灯回路は、放電灯の明るさを調整する
調光機能を有する。液晶画面を複数用いて大画面化するシステムでは、複数の放電灯とそ
れを点灯するための複数の放電灯点灯回路が設けられる。この場合、各放電灯点灯回路は
、複数の放電灯を点灯させた場合に各放電灯が均一な明るさとなるように自動調光できる
ように構成される。この種の技術は、例えば特許文献１に記載されている。
【特許文献１】特開平８－２１３１８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このように液晶画面を複数用いて大画面化するシステムでは、直流電圧調光信号にて調
光を行う際、各液晶画面に対応する放電灯点灯回路のそれぞれに直流電圧調光信号を入力
する必要があるため、配線が長くなる。そこで、例えばメインの放電灯点灯回路に直流電
圧調光信号を入力し、その他の放電灯点灯回路にはメインの放電灯点灯回路からの直流電
圧調光信号を中継コネクタで伝達する方式が考えられる。しかしこの場合、放電灯点灯回
路の基板内で直流電圧調光信号を伝達すると、放電灯点灯回路から出力されるノイズ等の
影響で直流電圧調光信号が歪み、それにより放電灯がちらついたり、あるいは各放電灯の
明るさが異なったりするという現象が生じるおそれがある。
【０００４】
　本発明の目的は、放電灯点灯回路に供給する直流電圧調光信号の歪みを低減することが
できる調光信号変換回路を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的は、直流電圧調光信号を入力するための直流電圧調光信号入力部と、前記直流
電圧調光信号入力部から入力された直流電圧調光信号をパルス幅変調信号に変換する第１
の変換回路と、外部からパルス幅変調調光信号を入力するためのパルス幅変調調光信号入
力部と、前記第１の変換回路または前記パルス幅変調調光信号入力部から入力されたパル
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ス幅変調信号を直流電圧調光信号に変換する第２の変換回路と、前記第２の変換回路に入
力されるパルス幅変調信号を外部に出力するためのパルス幅変調調光信号出力部とを備え
た調光信号変換回路により達成される。
【０００６】
　また、本発明に係る放電灯点灯装置は、前記調光信号変換回路と、前記調光信号変換回
路から入力された直流電圧調光信号に基づいて放電灯を点灯する放電灯点灯回路とを備え
る。ここで、前記放電灯点灯装置を複数備えることができ、この場合、前記放電灯点灯装
置の調光信号変換回路のパルス幅変調調光信号出力部は、隣接する他の放電灯点灯装置の
調光信号変換回路のパルス幅変調調光信号入力部に接続される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、放電灯点灯回路に供給する直流電圧調光信号の歪みを低減することが
できる調光信号変換回路を得ることができる。これにより、複数の放電灯点灯装置のうち
の一つに直流電圧調光信号を入力し、そこから中継コネクタ等を用いて他の放電灯点灯装
置に調光信号伝達を行っても、歪みの無いあるいは歪みの少ない安定した調光信号が伝達
可能となる。加えて、直流電圧調光信号は一つの放電灯点灯装置に入力すればよく、他の
一つまたは複数の放電灯点灯装置に対し直流電圧調光信号を入力しなくても良くなるため
、信号伝達のための配線を少なくすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１は、本発明に係る調光信号変換回路の一実施例を示す図である。本発明に係る調光
信号変換回路１３は、直流電圧調光信号を入力するための直流電圧調光信号入力部５１と
、直流電圧調光信号入力部５１から入力された直流電圧調光信号２１をパルス幅変調信号
に変換する第１の変換回路５２と、外部からパルス幅変調調光信号２４を入力するための
パルス幅変調調光信号入力部５３と、第１の変換回路５２またはパルス幅変調調光信号入
力部５３から入力されたパルス幅変調信号を直流電圧調光信号に変換する第２の変換回路
５４と、第２の変換回路５４に入力されるパルス幅変調信号２６を外部に出力するための
パルス幅変調調光信号出力部５５とを備える。第１の変換回路５２は、三角波発生器１、
比較器２、基準電源３、およびプルアップ抵抗４を備える。第２の変換回路５４は、基準
電圧９、プルアップ抵抗１０、時定数設定抵抗１１、および時定数設定コンデンサ１２を
備える。第１の変換回路５２と第２の変換回路５４との間には、第１の変換回路５２に接
続されたダイオード５，パルス幅変調調光信号入力部５３に接続されたダイオード６、プ
ルダウン抵抗１４、一方の入力がダイオード５，６に接続された比較器７、および比較器
７の他方の入力に接続された基準電圧８を備える。
【０００９】
　第１の変換回路５２の三角波発生器１は三角波２２を出力する。比較器２は、この三角
波と入力された直流電圧調光信号２１であるＤＣ信号とを比較することでパルス幅変調信
号２３を生成する。このパルス幅変調信号２３の生成方法の一例について、以下図２を用
いて説明する。
【００１０】
　図２に示すように、直流電圧調光信号２１を比較器２のプラス側、三角波２２を比較器
２のマイナス側に入力すると、比較器２からの出力はパルス幅変調信号２３となる。この
パルス幅変調信号２３は、直流電圧調光信号２１の電圧が高いほどハイレベル区間が広く
なり、直流電圧調光信号２１の電圧が低いほどハイレベル区間が狭くなる。
【００１１】
　比較器２の出力であるパルス幅変調信号２３は、基準電源３とプルアップ抵抗４により
ハイレベルが基準電源３と同じ電圧となる。このパルス幅変調信号２３はダイオード５を
通って比較器７のプラス側に入力される。比較器７のマイナス側には基準電源８が入力さ
れる。この基準電源８の電圧は、基準電源３の電圧より低い電圧に設定する。比較器７の
出力信号は、マイナス側の基準電源８がパルス幅変調信号２３のハイレベルより低いため
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、パルス幅変調信号２３と同じ信号が出力される。この信号のハイレベルは、基準電源９
の設定電圧がプルアップ抵抗１０を介して伝達されるため、基準電源９の電圧と等しくな
る。
【００１２】
　比較器７の出力信号はパルス幅変調信号２３と同じ形状の信号となっているが、時定数
設定抵抗１１と時定数設定コンデンサ１２により平滑化され、直流電圧調光信号２５とし
て出力される。また、比較器７から出力された信号は、パルス幅変調調光信号２６として
パルス幅変調調光信号出力部５５から出力される。
【００１３】
　調光信号変換回路１３において、パルス幅変調調光信号入力部５３からパルス幅変調調
光信号２４が入力される場合、直流電圧調光信号入力部５１から直流電圧調光信号２１は
入力されない。このとき、比較器２からはローレベル信号のみが出力される。一方、外部
から入力されたパルス幅変調調光信号２４はダイオード６を通して比較器７のプラス側に
入力される。この信号はダイオード５があるため比較器２からの信号に影響されない。比
較器７のマイナス側の入力は基準電源８であるため、比較器７の出力はパルス幅変調調光
信号と同じ形状の信号が出力される。この信号は時定数設定抵抗１１と時定数設定コンデ
ンサ１２により平滑化され、直流電圧調光信号２５として出力される。また、比較器７か
ら出力された信号は、パルス幅変調調光信号２６としてパルス幅変調調光信号出力部５５
から出力される。
【００１４】
　図３は、本発明に係る放電灯点灯装置の一実施例を示す図である。本実施例は、複数の
放電灯点灯装置３０を備える。各放電灯点灯装置３０は、それぞれ調光信号変換回路１３
と、調光信号変換回路から入力された直流電圧調光信号に基づいて放電灯を点灯する放電
灯点灯回路３１とを備える。各放電灯点灯装置３０における調光信号変換回路１３のパル
ス幅変調調光信号出力部５５は、隣接する他の放電灯点灯装置３０における調光信号変換
回路１３のパルス幅変調調光信号入力部５３に接続される。
【００１５】
　図３の第１段目の放電灯点灯装置３０に直流電圧調光信号２１が入力される場合、第１
段目の放電灯点灯装置３０は、その調光信号変換回路１３から直流電圧調光信号２５を放
電灯点灯回路３１に出力し、またパルス幅変調調光信号２６をパルス幅変調調光信号出力
部５５から第２段目の放電灯点灯装置３０に出力する。第２段目の放電灯点灯装置３０は
、そのパルス幅変調調光信号入力部５３に入力されたパルス幅変調調光信号２４に基づい
て、その調光信号変換回路１３から直流電圧調光信号２５を放電灯点灯回路３１に出力し
、またパルス幅変調調光信号２６をパルス幅変調調光信号出力部５５から第３段目の放電
灯点灯装置３０に出力する。以後、上記と同様な動作を繰り返す。パルス幅変調調光信号
は、電圧歪みは生じるものの、パルス幅は変化が無いため、配線が長くなってもパルス幅
を正確に他の基板へ伝達することが出来る。
【産業上の利用可能性】
【００１６】
　本発明は、放電灯の明るさを調整する調光機能を有する放電灯点灯回路に直流電圧調光
信号を供給する調光信号変換回路に関するものであり、産業上の利用可能性がある。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明に係る調光信号変換回路の一実施例を示す図である。
【図２】パルス幅変調信号の生成方法の一例を説明するための図である。
【図３】本発明に係る放電灯点灯装置の一実施例を示す図である。
【符号の説明】
【００１８】
　１　三角波発生器
　２　比較器
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　３、８、９　基準電源
　４、１０　プルアップ抵抗
　５、６　ダイオード
　７　比較器
　１１　時定数設定抵抗
　１２　時定数設定コンデンサ
　１３　調光信号変換回路
　１４　プルダウン抵抗
　２１、２５　直流電圧調光信号
　２２　三角波
　２３、２４、２６　パルス幅変調信号
　５１　直流電圧調光信号入力部
　５２　第１の変換回路
　５３　パルス幅変調調光信号入力部
　５４　第２の変換回路
　５５　パルス幅変調調光信号出力部

【図１】

【図２】

【図３】
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